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１  

は
じ
め
に

本
市
で
は
、
令
和
４
年
に
戦
後

初
め
て
、
１
月
１
日
時
点
の
人
口

が
前
年
比
減
と
な
り
、
令
和
５
年

も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
人
口
減
少
時
代
を
迎

え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
持
続

可
能
な
市
政
運
営
を
実
現
す
る
た

め
、
人
や
企
業
を
呼
び
込
み
、
都

市
の
活
力
を
維
持
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
、「
次
の
横
浜
を

創
る
政
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
、そ
の
一
環
と
し
て
、「
子

育
て
世
帯
に
優
し
い
施
策
の
検

討
」
を
進
め
て
い
る
。

子
育
て
世
帯
の
状
況
と
し
て

は
、三
世
代
同
居
家
族
が
減
少
し
、

核
家
族
が
増
加
す
る
な
ど
、
世
帯

規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
子
ど
も
の
世
話
を
し
た
こ
と

が
な
い
ま
ま
親
に
な
る
人
が
多

く
、
加
え
て
、
近
く
に
両
親
が
い

な
い
な
ど
祖
父
母
世
代
の
協
力
を

得
ら
れ
ず
、
不
安
や
負
担
を
感
じ

て
い
る
子
育
て
家
庭
の
存
在
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
女
性
の
社
会
進
出

が
進
み
、
共
働
き
世
帯
の
割
合
は

増
加
傾
向
に
あ
る
。

本
調
査
で
は
、
子
育
て
世
帯
に

関
す
る
各
種
調
査
を
行
い
、
調
査

結
果
を
踏
ま
え
新
た
な
施
策
展
開

を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本

稿
で
は
現
時
点
で
分
析
か
ら
見
え

て
き
て
い
る
こ
と
を
中
心
に
ま
と

め
て
い
き
た
い
。

２  

調
査
概
要

「
子
育
て
世
帯
に
優
し
い
施
策

の
検
討
」
は
、
子
育
て
世
帯
の
居

住
促
進
を
図
る
た
め
、
他
都
市
比

較
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
分

析
を
進
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
他
都
市
と
本
市

の
子
育
て
支
援
策
の
比
較
、
子
育

て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
、
価
値
観
や
居

住
地
選
択
理
由
の
分
析
を
行
い
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
子
育
て
世
帯

の
居
住
促
進
に
効
果
的
な
施
策
を

検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
本
稿
で
は
、
本
市

在
住
の
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
中
心

に
み
て
い
く
。

３  

子
育
て
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
調

  

査
の
概
観

本
調
査
は
、
子
育
て
世
帯
が
住

み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を

め
ざ
し
、
子
育
て
・
教
育
分
野
に

限
ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
や
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
の
政
策
形
成

に
も
役
立
つ
基
礎
資
料
と
す
る
こ

と
を
念
頭
に
置
き
、
25
項
目
か
ら

な
る
調
査
を
実
施
し
た
（
概
要
は

下
表
参
照
）。

４  

調
査
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と

本
稿
執
筆
段
階
で
は
、
分
析
を

進
め
て
い
る
途
中
の
た
め
、
単
純

集
計
結
果
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し

た
い
。

（1） 

回
答
者
の
基
本
情
報

回
答
者
の
約
八
割
が
女
性
（
母

親
）
で
あ
っ
た
。

現
住
所
の
居
住
年
数
は
、
10
年

未
満
の
方
が
７
割
で
、
現
住
所
へ

引
っ
越
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
や
理
由

と
し
て
は
、「
適
当
な
物
件
が
み

つ
か
っ
た
」が
29
％
と
最
も
多
く
、

《5》 

子
育
て
世
帯
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

沿
う
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

調査対象:市内在住の中学生以下の子どもをもつ 10,000世帯
調査方法:住民基本台帳から無作為抽出した方に依頼状を送付、Web上で回答
調査期間:令和４年 10月1日～31日 回答率: 53％（5,279件）

基本情報

住環境:住まい選びや周辺環境において重視すること
子育て環境:教育や子育て支援で重視すること、仕事と子育ての両立の条件
保護者の価値観:ライフスタイルで重視すること、横浜の魅力、地域の魅力

生活実感
定住意向

地域が住みやすいか、子育てしすい環境か、理想の生活が実現できているか
10年後も横浜に住んでいると思うか

ニーズ
価値観

基本属性:性、年齢、居住区、就労状況、世帯年収、配偶状況
転入情報:前の居住地、転居タイミング、居住地選択理由
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